
（様式１）

１　施設名 (所管課）

２　施設所在地
富山市秋ヶ島１８３

３　施設設置年度
昭和５９ 年度

４　設置目的

５　施設概要

６　指定管理者　　　　

７　指定期間
5 年

～

８　利用者数及び利用（使用）料金収入の状況

　(1)利用者数（人）　　※この他、参考となる指標があれば追加

H26 H27 H28 H29 H30
274,016 284,951 280,303 266,403 256,288

　(2)利用（使用）料金収入（千円）
H26 H27 H28 H29 H30
47,228 49,838 47,484 48,712 47,576

　(3)利用料金収入見込み額（利用料金制導入施設の場合）

H26 H27 H28 H29 H30
42,392 42,392 42,392 43,108 48,414

平成30年4月1日 令和5年3月31日

平成30年度指定管理者による公の施設の管理状況評価表

富山県総合体育センター スポーツ振興課

　県民に総合的な機能を備えた体育・スポーツの活動の場を提供することによ
り、体育・スポーツの普及振興を図り、もって県民の心身の健全な発達と明るく
豊かな県民生活の形成に資する。

延床面積：19,650.31㎡　　鉄骨・鉄筋コンクリート造2～3階建

（主な設備等）
大アリーナ（50ｍ×36ｍ・観覧席3,024席）、中アリーナ（45ｍ×30ｍ）
温水プール（50ｍ×8コース・観覧席500席、飛込みプール）
トレーニング室、体力測定室、宿泊室（11室・60名）、研修室、会議室

公益財団法人富山県体育協会
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９　評価項目

(1)利用者数･収入の増減に対する評価

(2)サービス向上に向けた取組み

(3)利用促進（収入増）に向けた取組み
・平成30年度から、50ｍプール及びトレーニング室の個人利用者向けにシニア料金（満
　65歳以上、通常料金より２割引）を設定した。
・引き続き、年末年始の開館日を拡大した（２日：12/29～1/3　⇒　12/30～1/2）。
・利用の少ない曜日・時間帯の利用を増やすため、テニス等の屋外スポーツのアリーナ
　利用について、事前受付を行い、利用拡大を図った。
・情報誌を発行（年11回）し、関係機関等に広く配布を行い、施設案内、事業案内、利用
　案内、トレーニング法等について周知を図った（2,500部作成）。
・総合型地域スポーツクラブと連携し、体育の日にスポーツフェスティバル（無料開放事
　業）を開催し、県民に対しスポーツへの参加機会の提供に努めた。
・自主事業として、学校等への講師派遣や、親子を対象とした体験型セミナーを開催し、
　スポーツ等に親しむ機会の提供に努めた。
・季節毎の行事（こいのぼり、七夕、クリスマスツリー）を実施し、利用者が参加できる行事
　とし、利用者の増に努めた。
・富山きときと空港との相互利用を促進するため、平成29年度に改修したスポーツラウン
　ジに卓球台、ビリヤード台を常設しており、空港利用者を含む多くの来館者に利用い
　ただけるよう運用を行った。

・平成30年度は、50ｍプールの施設改修による利用休止（９月１日～12月下旬）や、
　大会利用者等の減少により、利用者数・料金収入ともに減少した。
・今後とも、関係競技団体との連携を図りながら、大会等の開催に左右されない個人や
　団体利用について、利用の少ない曜日・時間帯における利用促進を図るなど、利用
　者数・料金収入の増加に努めてもらいたい。

・平成30年度から総合体育センター、西部体育センター及び高岡総合プールにおいて、
　３施設のトレーニング室共通利用券を発行するとともに、トレーニング室の利用時間の
　拡充（２時間⇒３時間）を行った。
・平成30年度から回数券の有効期限の延長（半年⇒１年）を行った。
・平成30年度にホームページのリニューアルを行い、情報の充実や利便性の向上を図
　った。
・各種競技大会、団体利用時において、要望に応じて開館時間の繰上げ、閉館時間の
　延長に柔軟に対応した（繰上げ開館　152件、閉館延長　３件）。
・施設利用者へのアンケート調査等により、施設に対する要望、利用者ニーズの把握に
　努めた。
・合宿等利用者の要望に応じて、休館日（火曜日）に施設の一部を開館した（臨時開館
　：７日）。
・大アリーナ２Ｆのランニング走路を無料で開放するなど、来館者が無料で気軽にスポー
　ツを楽しめる場を設けた。
・飲料等の自動販売機を設置し、引き続き、利用者へのサービス向上に努めた。
・職員研修会の開催により、職員の資質向上を図り、サービスの向上に努めた。
・平成29年度にサイクルステーションを設置し、サイクリングを楽しむ方々の憩いの場と
　して利用いただける体制を整えた。
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(4)利用者のニーズ把握や苦情への対応

①アンケート結果
実施方法

回答者数

結果

結果を踏まえた
改善事項

②その他利用者の声を反映させる取組み

(5)個人情報保護の取組み

回答者数：①17件、　②70人

・運営協議会の開催
　⇒年１回、スポーツ関係団体の長、利用者の代表等で構成する協議会を開催
　　し、運営の基本方針等、利用者の意見、要望について情報交換を実施

③主な苦情と対応

　個人情報取扱留意事項を職員に周知徹底しており、適切な個人情報保護に努め
ている。また、業務の再委託にあたっては、個人情報の保護の条項を設け、個人
情報保護に努めた。

・館内の美化に努めるとともに、職員、業者への美化意識の再認
　識に努めた。
・各種研修会に参加し、施設管理者として技術とサービスの向上
　を図るよう努めるとともに、安全・安心な対応方法や心構えを
　確認した。
・引き続き節電、エコオフィス対応を心掛けつつ、照明、空調に
　ついて利用者サービスの改善に努めた。

・２階の廊下が暑すぎる
　⇒施設の利用状況等を勘案して適宜冷房を使用している旨説明し理解を求め、冷房
　　が入っている１階スポーツラウンジを案内した。

・空港との連絡通路がクモの巣だらけになっている
　⇒すぐに清掃を行うとともに、定期的に清掃を行うこととした。

・施設全体に満足　65.5%

・意見・要望等
　施設は古いが清潔、職員の対応が良い、卓球コーナーを無料に
戻してほしい、女性用のプールのシャワーの出が悪い、小体育室
のカーテンが開閉しにくい、ビリヤードのやり方がわからない、
２階が暗い、営業時間を延ばしてほしい、料金の支払をキャッ
シュレスにして欲しい、料金が高い、更衣室が汚い、ゴミ箱が少
ない、床がヌルヌルしていた、冬季体育館の中が寒い、洋式トイ
レが少ない、トレーニング器具の多さに満足、マシンが古くなっ
てきている、マシンを増やしてほしい、プールの水質が良く泳ぎ
やすい、プールの利用時間を通年午前中から利用できるようにし
てほしい　等

①施設利用者を対象に、利用者の声ボックスを設置（随時）
②施設利用者を対象に、アンケートを実施（H31/2/1～３週間）
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(6)関係団体との連携

(7)施設・設備の維持管理

(8)危機管理・安全管理などの取組み

10　所管課の管理運営確認状況 有／無 回数(有の場合)
　①定期報告の受理　 有 12
　②維持管理・運営状況等の担当職員現地確認 有 4
　③個人情報に関するトラブルの有無　 無 －
　④危機管理・安全管理上のトラブルの有無 無 －

【トラブルの具体的内容と対応】

無

・危機管理体制マニュアル、緊急対応マニュアル、緊急連絡網を整備し、職員に周知
　徹底を行い、利用者の安全・安心の確保に努めた。
・ＡＥＤ講習会等、各種講習会へ職員を派遣して知識の啓発、普及を図った。
・宿泊中の火災や開館中の火災を想定し、利用者の協力を得て避難訓練を実施した。
・28年度に更新、増設を行った監視カメラを活用し、防犯の徹底を図った。

・総合型地域スポーツクラブと連携して、指導者の派遣やセミナーを実施した。
・各競技団体と連携し、強化の中核拠点として総合的な競技力向上に努めた。
・校区自治会や防犯環境協議会と連携し、総合体育センター周辺や駐車場の巡回
　による、不審者・不審物の発見、防犯にご協力をいただいている。
・校区の資源回収に積極的に参加するとともに、地区の新春のつどいに参加し、
　利用状況・概要を報告するなど、協力と理解を得るように努めた。
・町内に広報誌を毎号配布し、事業・行事・大会等をお知らせし、施設の運営に
　協力をいただいている。

　施設・設備は概ね適切に管理されている。
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11　今後の課題等（収入確保、経費削減、サービス維持向上等の観点から今後の課題を記載）

  　　・平成30年度から新たな料金の設定や、トレーニング室の利用時間の拡充、回数
　券の有効期限の延長等、新たな取り組みを始めたところであるが、これらの取
　り組みの成果を十分に検証しつつ、一層のサービス向上、利用促進に努めても
　らいたい。
・本施設は、本県における競技力強化の中核拠点として位置付けられていること
　から、各競技団体と連携して、総合的な競技力向上に一層努めていく必要があ
　る。
・総合的な機能を備えた体育・スポーツの中心施設として、引き続き、利用の少
　ない時間帯等について、幅広い年代を対象とした利用促進を図るような工夫を
　行っていく必要がある。
・全国規模や北信越の持ち回り大会の有無で利用者数や料金収入が大きく増減す
　るため、アマチュアスポーツ大会の優先使用とバランスをとりつつ、アマチュ
　アスポーツ以外のイベント開催による収入確保を図るなど、料金収入の平準化
　について検討が必要である。
・施設や設備、備品の老朽化がすすんでいることから、引き続き、県と連携を図
　りながら、利用者の安全を最優先に優先順位をつけて計画的に修繕・更新を行
　っていく必要がある。
・富山きときと空港との相互利用を促進するため、平成29年度にスポーツラウン
　ジの改修及び空港との連絡通路の整備を行ったところであり、これらの施設を
　活用し、さらなる利用促進を図る必要がある。
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